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０１ 令和４年度大分県地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動について

体験は未来の自分をつくる種
　綺麗な海や山、古道や石垣等昔の人々の営みの跡、歴史ある寺院、過疎化が進む集落。香々地青

少年の家が位置する大分県国東半島を「キッズアドベンチャートレイル」で子どもたちと歩いてい

ると様々な風景に出会うことができます。活動を通じて目にした普段あまり見ることのない景色や

体験は、子どもたちにとって貴重な経験として心に刻まれていることでしょう。多様な体験からふ

るさと大分の豊かな自然や歴史、文化に触れ、その良さに気づき、誇りに思う、そして地域を担う

たくましい大人に育ってほしいとわたしたちは願っています。　

　そこで、大分県では地域ぐるみ、つまり「人のつながり」で郷土の豊かな自然と子どもたちとの

出会いの場をつくるため令和３年度から国立青少年教育振興機構が進める「体験の風をおこそう」

運動に参画することとしました。令和 4 年度はこれまでの①郷土の自然環境を活かすこと②体験の

格差を解消すること③気運を高める啓発活動を行うことの３つの柱に、新たに「困難克服を軸とし

た体験活動」や「ボランティアの実地研修」を加え事業を展開しました。

挑戦意欲を高める自然体験キャンプの様子
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０２

◆ 今の子どもは虫が苦手？　

第２の学校実証研究「集団宿泊活動調査研究」から

　大分県では香々地青少年の家を「第２の学校」と位置づけ現職の教員を配置し、子どもの宿泊体

験をサポートしています。本年は学校の集団宿泊活動をより充実したものにするため、2,349名の

子ども（49小中学校）にアンケート調査を行いました。そこから分かった傾向についてご紹介します。

　おそらく家を離れて初めてのお泊まりとな

る子どもが多いであろう香々地青少年の家で

の宿泊体験。子どもたちの不安について問い

かけたところその結果は意外なものでした。

　家をはなれることやお風呂かな？との私た

ちの予想とは違い、蛾やくもなど虫がいるこ

とへの不安が他を引き離し圧倒的でした。

　「少年自然の家」（※設立時の名称）のミッ

ションは子どもとありのままの自然を近づけ

ること。変化を遂げ便利になった現代におい

てますますその設立の理念が輝いて映りま

す。

泊ることで気になることは何ですか
数値はとても気になると答えた割合

蛾やくもがいること

友達と一緒にお風呂にはいること

テレビやゲームができないこと

家の人とはなれること

ふだんと違うトイレをつかうこと

友達と一緒の部屋で寝ること

45％

20％

15％

10％

9％

7％
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◆ ゆっくり過ごすことが成長を促す
　１泊２日と２泊３日の学校の子どもの生きる

力（注１）の変容を比べてみたところ、２泊３

日を経験した子どもの方が、ポイントの上昇が

大きいことが確認されました。子どもがじっく

り自然に向かい、体験を心に落とし込む時間の

余裕があったということでしょうか？活動の数

を絞り込むことの効果も確認されています。

　また、引率の先生にも余裕が生まれ、子ども

をじっくり観察できるという好循環も期待され

ます。　

　「体験の風をおこそう」運動を始めて２年目と

なりました。より効果的なプログラムづくりに

向けて実践を積んでいきたいと考えています。

※本調査研究の全容は当施設ホームページで

　公開しています。

日数による生きる力の変容（平均値）の違い

（注 1）生きる力は国立青少年教育振興機構　　　　　
　　　 が開発した IKR 評定用紙（簡易版）  
           を活用しました。

１泊２日 2.6ptUP
4.0ptUP２泊３日
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０３ 令和4年度大分県「体験の風をおこそう」実行委員会について

　事業の開始にあたって、多様な団体の代表者による実行委員会を組織し、新たな取組の可能性、

団体間のネットワークづくり、広報活動の視点などについて協議をしました。

　取組２年目の今年は、新たに民間企業の代表者を委員に加え、連携の拡大を図りました。

　　　【委員】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　後藤　裕之（大分県立香々地青少年の家所長）※会長　　　

　　　　水江　泰彦（大分県ＰＴＡ連合会理事）　　　　　　　　　　　

　　　　高見　大介（NBU日本文理大学人間力育成センター長）　

　　　　福田　聡子（くにさき半島七郷ネイチャー隊長）

　　　　谷　　知英（森のようちえん「星のたね」主宰）　　　　

　　　　長野　雄一郎（大分県教育庁社会教育課指導主事）

 　

   　　 【開催日】

　　　　第１回令和４年６月２８日（火）　　第 2回令和５年２月３日（金）

実行委員の皆様
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０４ 郷土の環境を活かした体験活動

夏は海！マリンスポーツ
　施設に隣接する海水浴場でスタンド
アップパドルボード（SUP）やウィンド
サーフィンに挑戦するマリンスクールを
開催しました。今年もプロウィンドサー
ファーの穴見知典氏を招き、特別講座を
開催しました。また、小さな子どもも参
加しやすいように新たに「親子SUP」も
実施しました。

－参加者の感想－
・はじめてのウィンドサーフィンで初めは難しかったけど、穴見プロに教え
てもらってすぐに乗ることができてうれしかったです。
・ウィンドサーフィンが風を受けて動いたとき、風の力の大きさや凄さを感
じました。
・SUPの上から見る海がとても綺麗でした。また参加したいと思います。

●ウィンドサーフィン講座
　（日程）　７/16、７/17、７/30、８/27、８/28　　※9/4は荒天中止
　（参加）　39名
●SUP講座
　（日程）　７/16、７/17、７/18、７/30、８/27、８/28　※９/４は荒天中止
　（参加）　84名
●協力　　マリンショップBuzz　株式会社カレラワークス

SUP（スタンドアップパドルボード）

ウインドサーフィン

KAKAJI REPORT ①

マリンスクール1 対象：子ども及びその保護者
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六郷満山アドベンチャー

－参加者の感想－
・山頂までの道のりは急な坂が続いて大変だったけど、山頂から景色はと
ても綺麗で達成感がありました。
・ゴールのお寺では、住職から六郷満山についてたくさん教えてらい勉強
になりました。
・途中にあった小川の水がとても綺麗で、飲むことができると聞いて驚きま
した。

成仏岩陰遺跡

猪群山周辺両子山山頂

　キッズアドベンチャートレイル
は、日本の原風景が色濃く残る神仏
習合発祥の地である国東半島の峯道
を歩きます。六郷満山寺院や瀬戸内
海国立公園の豊かな自然に触れなが
ら郷土の歴史、文化、自然がを肌で
感じることができました。

KAKAJI REPORT ②

●第１回　令和４年11月13日 ストーンサークルに行こう
●第２回　令和４年11月27日 両子寺七不思議めぐりと両子山
●第３回　令和４年12月18日 旧千燈寺・五辻不動（荒天のため中止）
●第４回　令和５年１月８日 成仏寺～神宮寺
●第５回　令和５年１月22日 六郷満山を堪能しよう
●第６回　令和５年２月５日 夷谷を探険しよう　　　
　(参加)16名　 
●協力　国東半島峯道ロングトレイルクラブ

キッズアドベンチャートレイル2 対象：小学4年生～中学3年生
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テントを背負って

－参加者の感想－
・思ったよりもきつかったけど、最後まで歩けてよかった
・山の中で泊まるのはドキドキしたけど、とても楽しかった。
・下りのほうがきつかったけど、大丈夫だった。

－保護者の感想－
・体験活動に日頃から参加していますが、子ども達が
「挑戦」できるようなイベントをずっと待ってました。
  参加させることができてとてもよかったです。

成仏岩陰遺跡

荷造りからテント張りまで、全て自分達の力で行いました。

　「坊がつるキャンプ」は、子ども達が
自らの力でキャンプ道具を運び、テン
トで山の中に泊まる体験を通して困難
に立ち向かう心を養うことを目的とし
た事業です。なお、今回は今後の移動
キャンプの展開に向けて実証的に実施
しました。

KAKAJI REPORT ③

●令和４年10月１日～２日　　参加者　３名
●協力　くじゅうネイチャーガイドクラブ　

挑戦意欲を高める自然体験キャンプ 坊がつるキャンプ3
対象：小学５年生～中学３年生

総歩行距離　　　　約10km
標高差　　　　　　約500m（総標高差　約750m)
１人あたりの荷物　約７kg
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私たちで森を育てる

－参加者の感想－
・のこぎりを使って木を切るのは初めてでした。難しかったけど楽しい体験ができました。
・香々地青少年の家の森がきれいになってよかったです。
・森林の整備活動に初めて参加しました。木を切ることで森が元気になることを初めて知りました。
・イノシシの肉が低カロリー、低脂肪、高タンパクの健康的な肉と初めて知りました。美味しかったです。

のこぎりで木を切る子どもたち

ジビエ試食会

　本年11月に大分県で開催された第45
回全国育樹祭を契機に、継続して森林
を守り育てることの大切さを伝えるた
め、県民の森林環境教育フィールドと
して活用されている香々地青少年の家
の「学びと健康の森」を整備する「地
域育樹活動」を開催しました。全員ヘ
ルメットを着け、ノコギリを使って所
内の森の木を切ってもらいました。参
加者の活動のおかげで教育フィールド
としての森の整備が一段と進みました。

KAKAJI REPORT ④

●学びと健康の森づくり × ジビエ肉試食会
　　　　　令和４年11月19日（土）　　　　(参加) 67名　 

●協力　大分県北部地区森林・林業活性化協議会
　　　　NBU日本文理大学人間力育成センター

地域育樹活動4 対象：子ども及びその保護者
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かかぢの森がMTBパークに！

－参加者の感想－
・凸凹がたくさんあってとても楽しいコースでした。
・段差を上ったり下ったり、狭い板の上を渡るコースなどスリルがあって
楽しかったです。
・マウンテンバイクに初めて乗りました。パンプトラックコースを完走でき
た時はとてもうれしかったです。香々地の森をサイクリング

障害物コース

　香々地青少年の家の施設内にMTBを
楽しめるパンプトラックのコースや
シーソーや丸太、段差上り等様々なセッ
ションを備えるコースを設置し、MTB
試走会を開催しました。子どもたちは、
様々な障害物のあるコースに挑戦しま
した。

KAKAJI REPORT ⑤

●令和４年12月11日（日）　　所内設置MTB専用コース
　　（参加）　19名　
　　※参考：サイクルイベントは５月１日にも開催しています。

●協力　大分県北部地区森林・林業活性化協議会
　　　　NBU日本文理大学人間力育成センター

MTB試走会5 対象：子ども及びその保護者
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０５ 体験格差是正のための体験活動

のんびり自然を大満喫

－参加者の感想－
・長崎鼻ウォークラリーはきつかったけれど、友だちと一緒にゆっくり歩けたので楽し
かったです。
・海水浴はたくさんの時間できたので、またゆっくり泳いでみたいです。
・初めてスキーをしたけれど、すぐに滑ることができるようになって楽しかったです。ま
たみんなで来てみたいです。
－施設職員の感想－
・青少年の家での子どもたちの体験は現代の学校教育に大きな意味があることを、
子どもたちの屈託のない姿から感じました。

思い出缶バッヂ

寒いけれど最高！

別れのつどいで思い出交流部屋でも楽しく

あっという間にみるみる上達

　かかぢ野外活動塾は、児童養護施設で生活
する子どもを、普段とは違う環境で宿泊した
り、自然体験活動を通して、達成感や成就感
を感じることで、自己肯定感を向上させるこ
とをねらいとしています。
　今年度は、夏と冬に宿泊しての活動を実施
することができました。

KAKAJI REPORT ⑥

●第１回　海水浴・SUP　令和４年８月８～10日　参加者９名
●第２回　キャンセル　 令和４年８月12・13日　　
●第３回　キャンセル 　令和４年８月15・16日
●第４回　スキー　　 　令和４年１月28・29日　参加者11名

※第３回、４回のキャンセルは、新型コロナウイルス感染拡大のため中止

かかぢ野外活動塾6 対象：児童養護施設に入所する
　　 児童生徒および施設職員

生きる力
１６.５pt

UP
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０６ 体験活動推進に向けた啓発活動

海で楽しく学ぼうＳＤＧs!!

－子どもの感想－
・1人でＳＵＰに乗ることができて、うれしかったです。
・バナナボートに何回も乗れて、楽しかったです。
・海の生き物探しでウニを発見することができました。
・海岸のゴミをビニール袋いっぱい拾いました。
－保護者の感想－
・子どもに海を体験させる、いいきっかけになりました
・ゴミ拾いに子どもがあんなに夢中になると思っていませんでした。

大学生企画 SDGｓ啓発チラシSDGs タイムを設定し、参加者全員で海岸清掃を実施

　県民ぐるみで体験活動を推進する取組とし
て「体験活動ミーティング～海フェス～」を
開催しました。当日は海の様々な体験活動に
加え、参加者にSDGｓ啓発チラシを配布し、
全員で海岸の清掃活動を行いました。また、
NBU日本文理大学の学生が企画したイベント
も合わせて開催しました。

KAKAJI REPORT ⑦

●　令和４年７月31日 参加者　84名
　　・実施イベント 海水浴with水上トランポリン　イカダ体験
 SDGsタイム（海岸清掃）
 バナナボートでGo!!　　　　　
　　・NBU企画イベント 竹の水鉄砲を作ろう　　ペットボトルアクセサリづくり
 海の生き物を探そう　　SUPでTheBOOON!!　　
　
●協力　NBU日本文理大学 人間力育成センター

体験活動ミーティング ～海フェス～7
対象：子ども及びその保護者
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森はみんなの遊びの場 !!

－参加者の感想－
・木登りは高くて怖かったけど、一番上まで登れました。
・マウンテンバイクの細い橋をわたることができてうれしかったです。
・木工工作は自分ひとりで完成させることができました。
・また森で遊びたいと思いました。
－参加者の感想－
・最近、外で遊ばせる機会がなかったので、とてもよかったです。
・是非、毎年開催してほしい。森を家族で満喫できて最高です。

当日、一番人気だったMTB障害走 

バードコールづくりとネイチャークラフト

森のあちらこちらで笑顔があふれる自分達が拾ってきた小枝でマシュマロ焼きに挑戦 !!

　県民ぐるみで体験活動を推進する取組と

して「体験活動ミーティング～森フェス～」

を開催しました。

　当日は「１日中、森で遊ぼう！！」をコ

ンセプトに様々な体験活動を実施しました。

　200名をこえる参加者は、思い思いにブー

スを回り、１日中森の魅力を満喫しました。

KAKAJI REPORT ⑧

●令和４年11月20日　　　参加者　201名
　　実施イベント　ロープを使った木登り体験　ロープde遊園地
　　　　　　　　　ブルーシートすべり台　マウンテンバイク障害走
        　　　　　　  たき火でマシュマロ　SDGs森の探検隊
　　　　　　　　　木工工作　バードコールづくり　ネイチャークラフト
　　　　　　　　　青空絵本図書館　ミニボルダリング
●協力　NBU日本文理大学 人間力育成センター
　　　　杵築森の遊び隊　　ROBO+RIBO
　　　　大分県北部地区森林・林業活性化協議会
　　　　大分県社会教育課

体験活動ミーティング ～森フェス～8 対象：子ども及びその保護者
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キャンプ、そしてプラスワン

－参加者の感想－
・何度も来ていますが、来る度に新しい発見があり
ます。
・家族がお互いを見つめあえるよい機会になります。
・夕日を見ながらSUPの体験ができ、香々地の海を
満喫できました。

香々地青少年の家は「海と星のミュージアム」！！
海に沈む夕日や、美しい星空を楽しむことができます。 

青空の下での SUP体験は家族でも人気のイベントです。家族のチームワークでテントを張ろう！！

　香々地青少年の家では、県内家族を対象
として、定期的にキャンプイベントを開催
しています。宿泊するだけではなく、海の
活動や星空観察等の体験を提供することで
学びをプラスしたテーマ別キャンプになる
ように工夫し、家庭教育の啓発に取り組ん
でいます。

KAKAJI REPORT ⑨

●令和４年７月23～24日　夕暮れSUPキャンプ　　参加　51名
　　　　　　　　　　　　（SUP等マリンスポーツ体験活動） 
●令和４年８月14～15日　海と星のお泊まり会　　参加　43名
　　　　　　　　　　　　（SUP等マリンスポーツ体験と星空観察会）
●令和４年９月10～11日　お月見キャンプ　　　　参加　19名
　　　　　　　　　　　　（お月見と星空観察会）

体験活動ミーティング  ～テーマ別～9 対象：子ども及びその保護者

13



対象：子ども及びその保護者

読書はこころの栄養

香々地青少年の家会場
「海が見える絵本図書館」と「自由研究図書館」　

香々地青少年の家のフィールドをいかした青空図書館

花っこルームの様子

　本との出会い。それは新たな発見と豊かな
感性を育みます。香々地青少年の家では、豊
後高田市内で「花っこルーム」を運営する
NPO 法人アンジュ・ママンとの連携による幼
児と本の出会い広場の巡回展等を通して、読
書活動を推進しています。本に親しむ機会を
充実させ、生きる力を育む読書習慣につなげ
ていきます。

KAKAJI REPORT ⑩

●香々地青少年の家会場　　 令和４年７月16日～８月31日　　　来場者　２６９名
　　　　　　　　　　　　　 令和４年12月20日～１月31日  　　 来場者　１９名
●花っこルーム香々地会場　 令和４年12月20日～１月31日　　　来場者　１０８名
●花っこルーム真玉会場　　 令和４年12月20日～１月31日　　　来場者　９９名
※花っこルーム来場者は事業実績に含めず
●協力　NPO法人アンジュ・ママン
　　　　はなっ子ルーム香々地　　はなっこルーム真玉

幼児と本の出会いひろば10
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ともに、未来をつくる力になる

－参加者の感想－
・一緒に目的を達成するためには、まずはチームの土台をつくっていくと
いうことが大切だと学びました。そのためには、協力して動く「しくみ」を
つくっておくことでよりよいチームになるんだなと感じました。そうした「し
くみ」をつくれるような人になりたいと思いました。
・体験活動以外にも役立つことがあると思ったので、しっかりと身につけ
て、今後の活動や社会に出たときに活かしていきたいと思います。

豊かな体験活動推進研修　講義・演習

リスク管理のグループワーク

活動リーダーとして参加

子どものキャンプ体験に向けての事前研修

　ボランティア実地研修は、体験活動プ
ログラムのねらいやその手法の習得、リ
スク管理等の方法を理解することを通し
て、子どもたちの体験活動プログラムの
開発、企画実践力の向上を図るとともに、
実際のボランティア活動やイベントに参
加して実践力を身につける研修です。

KAKAJI REPORT ⑪

●ボランティアリーダー研修　　※他２回は荒天等により中止
　　　・第１回　令和４年５月28日 参加者18名　
　　　・第２回　令和４年６月４日 参加者19名　
　　　・第３回　令和４年６月25日 参加者５名　
　　　・第４回　令和４年８月17日～ 21日 参加者６名（サマーキャンプ）
　　　・第５回　令和４年９月20日 参加者10名（豊かな体験活動推進研修)
　　　・第６回　令和４年10月２9日～ 30日 参加者４名（オータムキャンプ）
●実地研修（ボランティアスタッフとしてイベント参加）
　　　・第１回　令和４年７月31日 参加者13名（海フェス)
　　　・第２回　令和４年11月19日 参加者14名（育樹祭)
　　　・第３回　令和４年11月20日 参加者14名（森フェス)    ●協力　NBU日本文理大学

ボランティア活動実地研修11 対象：子どもの体験活動指導者をめざす大学生

多くの小学生との
触れ合いがとても
楽しかったです。ま
た、自らのコミュニ
ケーションスキル
を磨く貴重な機会
になりました。
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０７ 「体験の風をおこそう」連携事業

ありのままの自分で

－子どもの感想－
・メンタルフレンド（大分大学学生支援者）さんがいつも一緒にいてくれるの
で、たくさん話をすることができました。
・夜のきもだめしはちょっとこわかったけれど、みんなと一緒だったので、楽しく
歩くことができました。
－保護者の感想－
　海でダイナミックに飛び込んだり、泳いだり、花火など、きっと「してみたい」と
思っていたことがたくさんできたのではと感じます。保護者の方と会話でき、
責任を感じたり苦しい思いをしたりしているのは自分だけではないことを直
に感じ力をいただきました。

ふれあい広場は、４つの活動を設定し、様 な々場所での参加ができるようにしています。
１. ふれあいトライアルデー（教育支援センターや公民館などで行う活動）
２. ふれあい活動日（参加者の希望の日で青少年の家で行う活動）
３. ふれあいサマーキャンプ（最大３泊４日の宿泊体験）
４. ふれあいキャンプ（１泊２日で香々地・九重両施設で６回行う宿泊体験）

ドローン体験 保護者懇談会

出会いのつどい

大学生と一緒に自由選択遊び

　ふれあい広場は、不登校傾向にある児
童生徒を対象とし、平成６年から実施さ
れています。
　九重青少年の家と共同開催し、様々な
場所での学習活動、自然体験活動、仲間
との交流等を目的としたプログラムを実
施しています。

KAKAJI REPORT ⑫

●ふれあいトライアルデー
　全８回・５会場(フリースクール２施設、３市教育支援センター)実施 参加者76名
●ふれあい活動日
　全１０日実施 参加者20名
●ふれあいサマーキャンプ
　海水浴、SUP、海上トランポリン　令和４年８月２～５日 参加者12名
●ふれあいキャンプ
　第１回　農業体験　　　　　　　令和４年６月18・19日 参加者８名
　第２回　サツマイモ収穫　　　　令和４年10月15・16日 参加者６名
　第３回　ドローン体験　　　　　令和４年11月12・13日 参加者12名

ふれあい広場12 対象：不登校傾向にある児童生徒
文部科学省補助事業　健全育成のための体験活動推進事業

　香々地青少年の家の教育事業も連携事業と位置づけ「体験の風をおこそう運動」の趣旨の普及に努めました。
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素敵な思いでを仲間とともに

－参加者の感想－
・夕日を見ながら食べたカレーは今までで一番おいしかった。
・山の中は、ハチがいたり、滑る場所があったりするなどとても危険だったけど、班のみんなと協力して山を登ることができた。
・キャンプに参加して、何でも挑戦しようと思うことができるようになった。これからもいろいろなことに挑戦したい。

　「生き活き自然体験キャンプ」は、子
どもが親元を離れて、仲間と共に過ごす
宿泊・自然体験活動です。香々地の海と
森にある様々な素材を十分に活用し、夏、
秋、冬それぞれの季節に合ったプログラ
ムで実施しました。学校で行う活動とは
一味ちがった、ソロテント泊や秘密基地
づくりを企画して、挑戦する気持ちを育
みました。なお、本事業は大分県森林環
境税を活用しています。

KAKAJI REPORT ⑬

●サマーキャンプ 令和４年８月18日～ 21日　（３泊４日）
 参加児童生徒　25名　大学生ボランティア　５名
●オータムキャンプ 令和４年10月29日～ 30日　（１泊２日）
 参加児童生徒　14名　大学生ボランティア　４名
●ウインターキャンプ 令和５年２月18日～ 19日　（1泊2日）
 参加児童生徒　52名　大学生ボランティア　９名
●協力　日本文理大学人間力育成センター
　【参考：https://www.pref.oita.jp/site/kakaji/konnendojigyou.html】

生き活き自然体験キャンプ13 対象：小学4年生～中学3年生

サマーキャンプの様子 オータムキャンプの様子
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ゆったりプラネタリウム鑑賞 また来てください！

自由な発想でネイチャークラフト

ともに学び　ともに生きる

－参加事業所の感想－
・自分で作った作品を持ち帰ることができ、自宅に戻ってからも家族に見せたり、部屋に飾ったりして楽しむことができていた。
・普段自発的に話をしない方や関わりをもたない方も作品作りを通して、コミュニケーションをとることができていた。
・初めて香々地青少年の家を利用させていただいたが、多くの利用者から楽しかったと好評をいただいた。特に『プラネ
タリウムは癒された』『綺麗だった』『説明が分かりやすかった』など多くの利用者が言っていた。
・また利用できるのであれば滞在時間をもう少し長くしたい。

　かかぢワンデーキャンプは、障がい
者就労施設の就労者の余暇活動とし
て、日帰りでの自然体験活動や創作活
動を提供する場です。今年度初めての
実施でしたが、県北地域の相談支援専
門員のご協力のもと、３事業所・100
名を超える方に参加してもらうことが
できました。

KAKAJI REPORT ⑭

●第１回　高田みづほ園（豊後高田市） 令和４年10月１日　参加者45名
●第２回　スクラムサポート（中津市） 令和４年11月７日　参加者27名
●第３回　ワークステーション  ドルフィン（宇佐市） 令和４年11月28日　参加者34名
●協力　大分県福祉保健部障害福祉課
　　　　社会福祉法人清流会相談支援事業所「ルポーズ」
　　　　中津市相談支援専門員
　　　　宇佐市相談支援専門員
　　　　豊後高田市相談支援専門員

かかぢワンデーキャンプ14
対象：障がい者就労支援施設就労者

文部科学省　
「地域における持続可能な学びの支援に関する実践研究委託事業
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樹木オリエンテーリング 森の土壌生物の観察
学習の流れ

学校

事業の流れ

青少年の家

森林・林業教育プログラム例

学校とともに
効果的な宿泊体験活動とは

つながる森と私たち

【調査内容】
　①宿泊体験活動前後での児童生徒の変容（IKR調査）
　②事後指導者アンケート
【調査方法】
　一人一台端末を活用し、QRコードでアンケートを実施

　香々地青少年の家には、多くの小・中・高等学校が訪れ
ます。学校の集団宿泊活動をより充実したものとするため、
本年からその実態調査に取り組むこととしました。

　「森の子学校」体験活動推進事業では、学校教育と

連動した事前学習、直接体験（青少年の家での活動）、

事後学習からなる学習プログラムを実施しました。

　次世代を担う子どもたちに大分の森林・林業につ

いて理解を深めながら、SDGｓや環境教育への取組

につなげました。

KAKAJI REPORT ⑮

●集団宿泊活動に関する調査研究　調査学校数　　県内小・中学校   49校

　　　　　　　　　　　　　　　　調査児童生徒数　　　2,349人　

●「森の子」学校体験活動推進事業

　【実践協力校】　佐伯市立明治小学校　６学年　令和４年７月25日～ 26日（１泊２日）

　　　　　　　　中津市立豊田小学校　５学年　令和４年11月１日

　　　　　　　　杵築市立安岐中央小学校　５学年　令和４年11月18日

教育課程への対応15 対象：県内小中学校

【事前調査】 学校

一人一台端末でQR
コードを読み取り回答

【事後調査】 学校

一人一台端末でQR
コードを読み取り回答

【当日】 報告書発行

事前調査の結果を
学校と共有

調査結果はＨＰで
公開します。

事前学習

直接体験

事後学習
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野いちご探偵　きみも名探偵になれるかも！

磯観察 バードコール ノルディックウォーク

森で遊ぼう　みんなでたき火体験と焼き芋づくり

いつでもおいで！！

焼き板ネームプレートづくり

きて みて やるって おもしろい！
　香々地青少年の家では、週末に誰でも気
軽に体験活動ができる場づくりを進めてい
ます。常設プログラムを準備して事前予約
なしで、いつでも遊びと体験と冒険ができ
る環境を整えて、子どもたちがわくわく、
どきどきする体験活動を応援しています。

KAKAJI REPORT ⑯

●週末講座　31回
●常設プログラム　毎週末

　参加者　１,０１９名

週末講座16 対象：県民（家族等）

香々地青少年の家で

どんぐりウォークラリー バードウォッチング長崎鼻サイクリング

ネイチャービンゴ アスレチック樹木オリエンテーリング

どんぐりマップを見ながら、
いろんな種類のどんぐりを
探そう！！

自転車の貸出しも可能です。
 崎 までのんびり
サイクリング♪(要事前電話)

双眼鏡を貸し出します。
君は何種類の野鳥を見つ
けられるかな？

カードに書いてある
いろんな自然を探して、
ビンゴを目指せ！！

遊歩道にはいろんな種類
の樹木が。全ての木を探
すことができるかな？

全 100mの大型遊具に
加えて、新たな木製遊具
も続々追加中♪

子ども達の挑戦!!
国東半島峯道を
踏破しよう!!

随時募集予定

キッズアドベンチャートレイル

電話にて受付

プラネタリウムデー

ご家族でキャンプを楽
しんでみませんか？
道具の貸出し多数OK。

募集中

テンパク＆バンガローの日(1泊2日)

星の魅力を体験。
星座や宇宙の
いろんなお話が満載。

海と星のミュージアム

で き る こ と
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※連携事業除く

名

参加者数

1,045

０８ 事業の成果　

新型コロナウイルス感染症の影響が
続く中、感染症対策の徹底を図り、
可能な限り事業を実施し、目標９０
０名を大きく上回ることができた。
今後も魅力的な事業の展開や効果的
な広報の工夫により、参加者の拡大
を図り、「体験の風をおこそう」運
動の趣旨を広く周知していきたい。

％

満足度

92.5
「海の学校」「山の学校」において、
国東半島の自然環境や歴史、文化を
活かした多様な体験活動を用意し、
参加者の満足度を計測した。
参加者にとっては、郷土の自然の豊
かさや歴史・文化の魅力の再発見に
つながる等、満足度の高い活動と
なった。

向上

生きる力　

16.5pt
児童養護施設の子どもを対象にした
「かかぢ野外活動塾」において「生
きる力」の変容を図る「IKR 評定用
紙（簡易版）」による調査を実施し、
16.5 ポイントの有意差の見られる
変容が確認された。
今後も児童養護施設との連携を深
め、充実した体験活動を提供してい
きたい。

名参加

参加者数

事業の成果

    102
新たな指導者の育成や発掘に向けて
実施した「ボランティア活動実地研
修」において、大学生を中心に１１
回の研修を実施し、１０２名が事業
に参加した。
今後は、実地研修での経験や学びを
地域に還元して、体験活動の普及・
啓発につなげていきたい。
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０９ 今年度取り入れた新たなアクティビティ

　海上トランポリンから、たくさんの子どもたちが飛
び込みに挑戦しました。

　海フェスでは、たくさんの方々がバナナボートを楽
しみました。

　クイズに答えながら、敷地内の桜を巡るウォーキン
グクイズラリーを実施しました。

　MTB専用コースを設置し、潮風サイクリングを開催
しました。

　新たに樹木プレートを設置し、ＱＲコードで木の特
徴等を調べられるようにしました。

　斜面を活用してブルーシート滑り台を設置し、たく
さんの子どもたちが挑戦しました。

海上トランポリン バナナボート

桜ウォークラリー MTBコース

樹木オリエンテーリン
グ

ブルーシート滑り台
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１０ 事業にご協力いただいた団体　

安部農園 NPO法人アンジュ・ママン

大分県北部地区森林・
林業活性化協議会

有限会社福田林業
きつき森の遊び隊

ＫＮＧＣくじゅう
ネイチャーガイドクラブ

国東半島峯道
ロングトレイルクラブ

日本文理大学
人間力育成センター

マリンショップＢｕｚｚ
株式会社カレラワークス

ＢＭＸ＆サイクルレスキュー
ＲＯＢＯ・ＲＩＢＯ

豊後岬村椎茸園

たくさんの企業・団体の
皆様にご協力いただきま
した。

ありがとうございました。

香々地子ども育成会
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施設
・創　立　昭和４８年８月開所
・所在地　豊後高田市香々地５１５１
・定　員　３２４名（宿泊棟）１００名（バンガロー）
・設備等　プラネタリウム、キャンプ場（海岸）、体育館、研修室、フィールドアスレチック　

運営方針
１　目的（開設の趣旨）
　青少年が自然環境の中で野外生活や団体宿泊生活を通して、規律・協同・友愛・奉仕等の尊さを体験的に
学習することで、情操や社会性の涵養を図り健康でたくましい心身を育成させる。

 
２　重点目標
　少年自然の家創設の理念を継承しつつ現代的な課題に対応する教育機関として、以下の３つの施設強
化策を図る。

  （１） 地域とともにある施設づくり
　　　施設運営協議会や豊後高田市教育委員会との連携を強化し地域ニーズに対応した事業運営を図る。

  （２） 体験活動の教育センター
　指導主事・社会教育主事を配置する教育機関として、自然体験・宿泊活動と教育課程の関連を図り児童
生徒の社会を生き抜く力と指導者の育成を図る。

  （３） 芯の通った組織運営
　　　改善志向の組織文化を徹底し、職員の資質向上・安全管理体制の徹底、働き方改革を推進する。

３　教育事業の重点
  （１） 学校教育との連携強化
　　　直営の教育施設として最大のミッションである「第２の学校」としての機能強化を図るため、
　　　集団宿泊活動・森林ＥＳＤの教育課程との関連づけ及び指導者養成を図る。
　　　■集団宿泊活動に関する調査研究
　　　　・より効果的な学校利用（集団宿泊活動）のあり方について検証
　　　■森林ＥＳＤを通じた教育課程への対応（「森の子学校」体験活動推進事業）
　　　　・ＳＴＥＡＭ教育や育成を目指す資質・能力の視点での森林・林業体験の活用
　　　■関連事業
　　　　・集団宿泊指導者研修会／豊かな体験活動推進研修／ボランティア活動実地研修

  （２）多様な立場にある青少年への対応
　　  多様な立場にある青少年の体験的な学びを保証する青少年教育施設における「社会的包摂」の
         体制づくりを図る。
          ■不登校児童・生徒への対応（文部科学省補助事業）
　          ・不登校児童・生徒の居場所としての「ふれあい広場」の拡充
          ■児童養護施設への体験活動の機会提供（国立青少年教育振興機構委託事業）
　          ・県内の児童養護施設の宿泊体験を支援
          ■障がい者の生涯学習（文部科学省委託事業）
　          ・社会教育施設における学習プログラム開発に向けた実践研究

１１ 香々地青少年の家について　

所旗の解説
日本の紋章にヒントを得て、中央接線は水平線・地平線をかたどり、上を山林
等国東半島の自然を、下は海波を表しています。
白抜きは、自然の中でのびのびと活動する子どもをあらわしています。
地色は、海（周防灘）の青さをあらわしています。
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所報「潮風にのせて」（季刊）

地域通信「潮風だより」（月刊）

集団宿泊活動に係る調査研究

4月号

12月号

８月号

香々地青少年の家

公式HP

Facebook

YouTube

Instagram
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発行　令和５年２月

監修　大分県「体験の風をおこそう」実行委員会

　　　大分県立香々地青少年の家

〒872-1202　大分県豊後高田市香々地 5151

 TEL:0978-54-2096   FAX:0978-54-2152

 E-mail : a31514@pref.iota.lg.jp

独立行政法人国立青少年教育振興機構委託事業
大分県地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動推進事業

事業報告


